
大型バスにおいて、車両中央部の天井に設置されたテレビモニターカバーの固定方法が不適切なため、

走行中の振動が加わると、テレビモニターカバーが脱落するおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、車両中央部のテレビモニターカバーを保持しているロックファスナークリップ穴の塗装を除去し、

クリップ側のロックファスナーを新品に交換して接着剤で取付金具に固定する。 

注 ：   は、交換部品を示す｡ 

識別：作業完了車には、車両左後方点検リッド裏の位置に「HB125」の文字が記載された白黄色のシール

を貼付ける。 
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